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いまどだたは際子
く　｀もけちい　｀ど
べわたでがら薬も
きたちな心れ物た
なしのく豊な乱ち
のた一　｀かい用は
でち心学な事な大
しはの校人件ど丈
去　｀教　｀間が　｀夫
つ子局地に目子？
カリジー域成立どナ

　もの　｀長ちもイ
　た重社しまたフ
　ち要会てすち事
　にさ全ほ　゜の件
　何か体し次将や
　を叫のい代来い

　｀ば願｜ををじ
　どれいそ担心め

　うてでれう配　｀
　伝いすは子せ援

　える　゜家どず助　てい子族もに交
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子
ど
も
た
ち
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま

な
事
件
が
、
深
刻
な
社
会
問
題
に
な
っ

減こ性援せ生となつ　て
っ数の助い徒し非な殺い
て年逸交剤間て行ど人ま
い　　｀脱際等の深ののやす
る少行な回い刻増凶傷　゜
に年為ど楽しな加悪書
も人｜女皆め児　ヽ．　ヽ
か口　゜子乱　｀童依粗恐
かがこの耳ﾐ覚・然暴か

わ
ら
ず
、
こ
う
し
た
問

題
行
為
に
よ
る
補
導
人

員
は
年
々
増
え
て
い
ま

す
。

　
特
に
、
最
近
は
、
中
・

高
校
生
に
よ
る
非
行
の

中学生の規範意識「とても悪い」「かなり悪い比思う割合（％）

割
合
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ま
で

問
題
行
動
の
な
か
っ
た
ヱ
つ
う
の
子
“

：（株）ベネッセコーポレーション　ペネッセ教育研究所

　　「モノグラフJvol,51「中学生は変わったのか～1983年との比較」
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が
、
い
き
な
り
非
行
に
走
る
「
い
き

な
り
型
」
非
行
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

　
ま
た
、
遊
ぶ
金
ほ
し
さ
が
動
機
の
非

行
や
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
友
人
に
引
き

ず
ら
れ
る
「
模
倣
」
型
の
非
行
も
増
え

て
お
り
、
そ
う
し
た
非
行
に
対
す
る
抵

抗
感
も
薄
れ
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
非
行
の
増
加
の
背
景

と
し
て
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
子
ど
も
た

ち
の
モ
ラ
ル
の
低
下
や
心
の
問
題
で

す
。
左
上
の
表
で
も
う
か
が
え
る
よ
う

に
、
最
近
の
子
ど
も
た
ち
の
規
範
意
識

は
低
下
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
行

為
の
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
心
の
問
題

が
見
え
か
く
れ
し
て
お
り
、
「
心
の
教

育
」
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

非
行
の
サ
イ
ン
を

見
逃
さ
な
い
で

　
子
ど
も
た
ち
の
非
行
等
問
題
行
動
の

防
止
は
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
、
社
会

全
体
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
で
す
。
行
政
で
は
、
各
関
連
機
関

が
相
互
に
連
携
し
て
、
家
庭
や
学
校
、

地
域
社
会
で
の
非
行
防
止
活
動
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

　
七
月
は
「
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取

り
組
む
全
国
強
調
月
間
」
。
夏
休
み
に

入
る
こ
の
時
期
は
、
解
放
感
か
ら
、
子

ど
も
た
ち
が
非
行
に
走
り
や

す
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

最
近
は
、
ふ
だ
ん
お
と
な
し

い
子
ど
も
が
い
き
な
り
非
行

に
走
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
非
行
の
サ
イ
ン

を
見
逃
さ
な
い
よ
う
、
家
庭

で
気
を
つ
け
る
こ
と
が
大
事

で
す
。

－
中
教
審
「
幼
児
期
か
ら
の
心
の
教
育
」
答
申
－

　
こ
の
心
の
教
育
に
つ
い
て
、
文
部
省

の
中
央
教
育
審
議
会
は
、
平
成
1
0
年
６

月
3
0
日
、
「
幼
児
期
か
ら
の
心
の
教
育

の
在
り
方
に
つ
い
て
」
の
答
申
が
ま
と

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
「
新
し
い
時
代
を
拓
く
心
を
育
て
る

た
め
に
～
次
世
代
を
育
て
る
心
を
失
う

危
機
上
と
題
し
た
こ
の
報
告
で
は
。

　
　
　
）

新
し
い
時
代
を
切
り
開
い
て
行
く
た
め

の
「
生
き
る
力
」
と
は
、
自
ら
学
び
自
ら

亨
兄
る
力
、
正
義
感
や
倫
理
観
な
ど
の

豊
か
な
人
間
性
、
健
康
や
体
力
。
そ
し

て
、
そ
の
核
と
な
る
の
が
、
豊
か
な
人

回
性
、
す
な
わ
ち
、
感
性
や
心
な
の
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
心
を
育
て
る
の
は
、
家

庭
や
学
校
、
社
会
全
体
の
役
割
で
す
。

２

青少年の非行問題に

取り組む全国強調月

ａ



　
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
は
、
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
育
て
て
い

く
も
の
。
そ
の
た
め
に
最
も
大
き
な
力
を
発
揮
で
き
る
の
が
家

１
刎
―

　
　
見
直
そ
う

　
子
ど
も
た
ち
は
「
家
族
の
み
ん
な
が

楽
し
く
過
ご
す
」
こ
と
を
家
庭
の
一
番

犬
切
な
働
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
に
と
っ
て
家
庭
は
家
族
の
愛

情
に
触
れ
る
精
神
的
な
よ
り
ど
こ
ろ
で

片1

1二l

す
。
そ
こ
で
の
人
間
関
係
は
、
良
い
面

で
も
悪
い
面
で
も
子
ど
も
の
成
長
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
在
り
方

を
見
直
す
こ
と
が
出
発
点
で
す
。

＊
思
い
や
り
の
あ
る
明
る
い
円
満

　
な
家
庭
を

＊
夫
婦
間
で
一
致
協
力
し
て
子
育

　
て
を

＊
会
話
を
増
や
し
、
家
族
の
絆
を

　
深
め
る

＊
過
干
渉
を
や
め
る

＊
父
親
の
影
響
力
を
大
切
に

＊
ひ
と
り
親
家
庭
で
も
、
自
信
を

　
も
っ
て
子
育
て
を

の
在
り
方
、
責
任
感
や
ル
ー
ル
の
大
切

さ
を
学
び
ま
す
。

　
家
庭
の
な
か
で
次
の
よ
う
な
ル
ー
ル

を
つ
く
っ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

＊
幼
児
期
か
ら
小
さ
く
て
も
家
事

　
を
担
わ
せ
る
（
責
任
感
や
自
立

　
心
を
育
て
る
）

＊
朝
の
「
お
は
よ
う
」
か
ら
始
め

　
て
、
あ
い
さ
つ
は
き
ち
ん
と
す

　
る
（
礼
儀
を
身
に
つ
け
る
）

＊
モ
ノ
を
買
い
与
え
過
ぎ
な
い

　
（
我
慢
を
覚
え
さ
せ
る
）

＊
家
庭
内
の
年
中
行
事
や
催
事
を

　
見
直
す

＊
子
ど
も
部
屋
を
閉
ざ
さ
な
い

　
（
家
族
の
会
話
を
大
事
に
す
る
）

＊
テ
レ
ビ
や
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
す

　
る
時
間
を
決
め
る
（
時
間
の
ル

　
ー
ル
を
決
め
る
）

＊
暴
力
や
性
に
関
す
る
テ
レ
ビ
・

ビ
デ
オ
の
視
聴
に
親
が
介
入
・

関
与
す
る

　
悪
い
こ
と
は
悪
い
と

【
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
】

し
つ
け
よ
う

　
モ
ラ
ル
の
形
成
は
、
家
庭
で
の
し
っ

け
が
基
本
で
す
。
愛
情
と
信
頼
関
係
を

築
き
な
が
ら
、
必
要
な
と
き
に
は
厳
し

く
叱
り
、
誤
り
を
正
す
こ
と
が
必
要
で

す
。

　
ま
た
、
親
白
身
が
日
常
生
活
の
な
か

で
手
本
を
示
し
て
い
く
こ
と
も
大
事
で

す
。

＊
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
や
間

　
違
っ
た
行
い
は
し
っ
か
り
正
す

　
　
叱
る
と
き
は
、
気
分
や
感
情
に

　
流
さ
れ
ず
一
貫
性
を
も
っ
よ
う
に
。

＊
自
分
の
行
い
に
は
責
任
が
あ
る

　
と
い
う
こ
と
を
に
気
づ
か
せ
る

　
　
家
事
分
担
や
、
地
域
活
動
や

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
異
年

　
齢
集
団
で
の
活
動
へ
の
参
加
を

　
通
し
て
、
自
立
心
や
責
任
感
を

　
も
た
せ
る
よ
う
な
し
つ
け
を
。

＊
思
春
期
の
子
ど
も
か
ら
逃
げ
ず
、

　
正
面
か
ら
向
か
い
合
う

　
思
春
期
の
子
ど
も
に
は
、
自
立
を
促

す
と
と
も
に
、
自
ら
の
責
任
を
自
覚
さ

せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
子
ど
も
が
問
題
を
抱
え
て
い

る
と
き
は
、
微
妙
な
変
化
が
サ
イ
ン
で

す
。
そ
の
サ
イ
ン
に
目
を
背
け
ず
、
子

ど
も
と
の
会
話
の
糸
口
を
見
つ
け
る
努

力
を
し
ま
し
ょ
う
。

３

　
思
い
や
り
の
あ
る

一
　

子
ど
も
を
育
て
よ
う

　
大
人
の
差
別
的
な
意
識
は
、
そ
の
言

動
を
通
こ
て
子
ど
も
の
心
の
中
に
再
生

産
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
親
自
身
が
偏

見
を
も
た
ず
、
差
別
を
し
な
い
こ
と
を

示
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
や
弱
者
に
対
す
る
思

い
や
り
の
大
切
さ
を
、
身
近
な
実
践
を

通
し
て
学
ば
せ
ま
し
ょ
う
。

＊
祖
父
母
を
大
切
に
す
る
親
の
姿

　
を
見
せ
る

＊
手
助
け
の
必
要
な
人
を
思
い
や

　
る

＊
生
き
物
と
の
触
れ
合
い
を
通
し

　
て
、
命
の
大
切
さ
を
教
え
る

＊
幼
児
に
は
親
が
本
を
読
ん
で
聞

　
か
せ
る

　
家
庭
で
守
る
べ
き

」
　

ル
ー
ル
を
つ
く
ろ
う

　
子
ど
も
た
ち
は
家
庭
の
ル
ー
ル
を
守

る
こ
と
を
通
じ
て
、
礼
儀
や
他
人
へ
の

思
い
や
り
な
ど
の
基
本
的
な
対
人
関
係



地
維
が
』
体
と
な
Ｐ
た
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（
財
）
栃
木
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
主
催
の
栃
木
県
青
　
　
４

少
年
健
全
育
成
県
民
大
会
が
７
月
３
日
、
栃
木
会
館
で
行
わ

れ
、
席
上
、
栃
木
県
立
壬
生
高
等
学
校
（
田
島
一
利
校
長
）

Ｊ
Ｒ
Ｃ
（
青
少
年
赤
十
字
）
部
（
飯
野
陽
子
部
長
、
早
乙
女

美
恵
子
顧
問
）
が
優
良
青
少
年
団
体
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　
開
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
は
、
昭
和
4
2
年
に
発
足
、
赤
十
字
の
人
道

の
理
念
を
基
盤
に
地
元
に
根
差
し
た
、
生
徒
の
自
発
的
・
主

体
的
な
実
践
活
動
を
重
視
し
、
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
に
と
っ

て
学
習
の
場
で
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
「
共
に
生
き
る
」

精
神
で
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
し
も
つ
け
荘
」
、
老
人

保
健
施
設
「
み
な
と
荘
」
の
訪
問
や
町
障
害
者
作
業
所
「
睦

作
業
所
」
で
の
作
業
を
し
な
が
ら
の
交
流
・
体
験
学
習
、
町

心
身
障
害
者
・
見
と
の
宿
泊
訓
練
へ
の
参
加
な
ど
、
多
彩
な

活
動
を
長
年
に
わ
た
っ
て
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
活
動
が
今
回
の
表
彰
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
岡
部
は
、
平
成
８
年
1
0
月
、
日
本
赤
十
字
社
銀
色

有
功
賞
、
同
年
Ｈ
月
、
（
財
）
日
本
青
少
年
研
究
所
い
き
い

き
活
動
奨
励
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。



　
憲
法
の
第
1
4
条
は
「
す
べ
て
国
民
は
、
法
の
下

に
平
等
で
あ
っ
て
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会

的
身
分
又
は
門
地
に
よ
り
、
政
治
的
、
経
済
的
又

は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
差
別
さ
れ
な
い
。
」
と

国
民
の
基
本
的
人
権
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
私
た
ち
を
と
り
ま
く
社
会
に

お
い
て
は
、
今
日
で
さ
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
が

あ
り
、
な
か
で
も
被
差
別
部
落
の
問
題
、
い
わ
ゆ

る
同
和
問
題
は
非
常
に
深
刻
な
社
会
問
題
と
し
て

現
存
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
同
和
問
題
は
、
民
主
主
義
の
根
本
に
か
か

わ
る
問
題
で
あ
り
、
一
刻
も
放
置
す
る
こ
と
は
で

　
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
基
本
的

人
権
を
尊
重
す
る
意
識
を
高
め
、
同
和

問
題
の
早
期
解
決
を
図
り
、
差
別
の
な

い
2
1
世
紀
に
向
け
て
希
望
と
活
気
に
み

ち
た
新
し
い
社
会
を
築
く
こ
と
を
目
標

に
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
を
募
集
し
ま
す
。

差
別
の
な
い
2
1
世
紀
を
目
指
し
た
啓

き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
同
和
問
題
の
早
期
解
決
を
目
指
し
、
県
、

市
町
村
は
も
ち
ろ
ん
各
種
民
間
団
体
で
構
成
し
て

い
る
栃
木
県
同
和
対
策
推
進
県
民
会
議
で
は
、
８

月
１
日
か
ら
3
1
日
ま
で
の
１
か
月
間
を
「
同
和
対

策
推
進
県
民
運
動
強
調
月
間
」
、
ま
た
、
1
2
月
４

日
か
ら
1
0
日
ま
で
の
『
人
権
週
間
』
を
「
同
和
対

策
推
進
県
民
運
動
強
調
週
間
」
と
定
め
、
集
中
的

に
啓
発
運
動
を
推
進
し
ま
す
。

　
基
本
的
人
権
を
尊
重
す
る
意
識
を
高
め
、
同
和

問
題
の
早
期
解
決
を
図
り
、
差
別
の
な
い
社
会
、

2
1
世
紀
に
向
け
て
希
望
と
活
気
に
み
ち
た
新
し
い

社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

発
ポ
ス
タ
ー
で
あ
る
こ
と
。

九
四
回
　
応
募
無
宿
　

尚

X
&
j
y
S
～
　
　
5
　
　
　
＝
m
隠
に
匹
作
目
匠
囮
げ
Ｍ
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
　
　
　
ｓ
ｙ
～
～

県
内
に
在
住
す
る
中
学
生
以
上
の
方

①
大
き
さ
は
Ｂ
３
判
（
綾
5
2
？
横
3
6

　
ｍ
）
縦
型
と
す
る
。
但
し
、
高
校
一

　
般
の
部
は
Ｂ
２
判
（
綾
7
3
ｍ
・
横
5
2

　
ｍ
）
縦
型
で
も
可
。
パ
ネ
ル
の
使
用

　
は
不
可

②
ポ
ス
タ
ー
の
標
語
に
つ
い
て
は
、
次

　
の
中
か
ら
選
ぶ
か
、
ま
た
は
、
創
作

　
し
て
く
だ
さ
い
。

③
自
作
・
創
作
で
未
発
表
の
作
品
。

④
作
品
の
裏
面
に
氏
名
呈
り
が
言
、

　
年
齢
、
職
業
（
中
学
生
、
高
校
生
は

　
学
校
・
学
年
）
、
現
住
所
を
明
記
し

　
て
く
だ
さ
い
。

９
月
3
0
日
（
水
）
必
着

人権・同和問題講演会
　県では、８月の「同和対策推進県民運動強調月間」の

一環とし、加えて世界人権宣言50周年を記念して人権同和

問題についての正しい理解と認識を深めていただくため、

次のとおり人権・同和問題講演会を問催します。

　ぜひ、ご参加ください。

◇日　時　８月lo日（月）午後１時～

◇会　場宇都宮市文化会館大水づレ

　　　　　宇都宮市明保野町7 －66（�028-636-2121）

◇内　容　フルートリサイタルと講演

　　　　　☆フルートリサイタル

　　　　　　演奏　　監　物　理　嘉　さん

　　　　　☆講演

　　　　　　＊演題「みんな、同じ」～友に生きる～

　　　　　　＊講師　アナウンサー　小林　完吾さん

　　※手話通訳・要約筆記します。

　　　　　☆同和対策推進県民還勣啓発ポスター展

◇問合せ先栃木県生活環境都同和対策課

　　　　　　　　　　　　　　�028－623－3026

　　※入場は、無料です。

①
応
募
作
品
の
著
作
権
は
す
べ
て
県
に

　
帰
属
し
、
原
則
と
し
て
作
品
は
返
却

　
い
た
し
ま
せ
ん
。

②
入
賞
作
品
は
拙
作
す
る
こ
と
が
あ
り

　
ま
す
。

〒
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０
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宇
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目
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策
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＊
考
え
よ
う
あ
な
た
の
人
権
わ
か
し

　
の
人
権
世
界
人
権
言
言
5
0
周
年

￥
T
h
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f
t
i
e
t
h

A
n
n
i
v
e
r
s
a
r
y

o
f

　
T
h
eu
n
i
v
e
r
s
a
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D
e
d
a
r
a
t
i
o
n

o
f

　
H
u
m
a
nR
i
g
h
t
s

i
n1
9
9
8

＊
平
等
は
人
そ
れ
ぞ
れ
の
心
か
ら

＊
認
め
合
う
心
が
結
ぶ
住
み
よ
い
社

　
会

Ｊ

５



　
県
民
の
日
（
６
月
1
5
日
）
を
記
念
し
て
、
城
址
　
　
当
日
は
、
あ
い
に
く
雨
の
ぱ
ら
つ
く
天
候
で
し

公
園
と
お
も
ち
や
博
物
館
の
両
会
場
で
、
記
念
行
　
た
が
、
会
場
は
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
、

事
「
遊
ｌ
ｎ
ｇ
み
ぶ
栃
」
が
1
4
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
数
々
の
イ
ペ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

へ
１
刻
Ｊ

ふ
る
さ
と
産
品
直
売
コ
ー
ナ
ー

安
く
て
新
鮮
な
野
菜
が
ズ
ラ
リ

ステージであいさつを

のべる清水町長

盲導犬の体験コーナー

へ

　　　　　　ギンガマンショー

　▲

１ステージでは、郷土芸能や、

　子どもに大人気の「ギンガマ

　ン」ショーなどが行われ、家

　族づれなどでにぎわいました。

-

-

≒
堀内孝雄コンサート冲央公民館）

　歌と楽しいおしゃべりを満喫

蘭学通り商店会・壬生商運スタンプ会の協賛で

行われたスタンプラリーの参加者の中から、抽

選でサイパン旅行などの賞品があたりました。

　　l,:　　　で';　　　　７　｀　齢　，I　I砧la

　瀾｀ilyi-…………………l竃一11……i

鰯黙認　圖,,。l

願言U～が　・

つ

お

も

ち

や

博

物

館

へ.
II,i

コ
ミ
カ
ル
な
動
き
の
ピ
エ
ロ
シ
ョ

い
ろ
ん
な
シ
ャ
ボ
ン
玉
に
み
ん
な
ビ
ッ

ク
リ
（
杉
山
兄
弟
ス
ー
パ
ー
シ
ャ
ボ
ン

玉
シ
ョ
ー
）

６



⑤
超

　
県
民
の
日
（
６
月
1
5
言
の
記
念
行

事
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ペ
ン
ト
が
行

わ
れ
、
６
千
人
を
超
え
る
人
館
者
で
に

ぎ
わ
っ
た
６
月
1
4
日
、
町
お
も
ち
ゃ
博

物
館
の
入
館
者
が
5
0
万
人
を
突
破
し
ま

し
た
。

　
5
0
万
人
目
の
入
館
者
と
な
っ
た
の

は
、
お
も
ち
ゃ
博
物
館
に
は
初
め
て
訪

れ
た
と
い
う
、
宇
都
宮
市
野
沢
町
の
細

谷
有
希
ち
ゃ
ん
（
３
歳
）
で
、
お
父
さ

ん
の
文
晃
さ
ん
と
と
も
に
、
犬
ぜ
い
の

入
館
者
の
前
で
「
祝
・
入
館
5
0
万
人
達

　
下
町
桧
寿
会
（
渡
辺
敏
夫
会
長
）
が

行
な
っ
て
い
る
除
草
、
花
の
植
栽
な
ど

の
、
多
年
に
わ
た
る
道
路
愛
護
活
動
に

感
謝
状
を
手
に
渡
辺
松
寿
会
会
長
（
左
）

対
し
て
、
６
月
2
5
日
付
で
栃
木
県
知
事

よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
下
町
桧
寿
会
で
は
、
稲
葉
地

区
の
国
道
３
５
２
号
線

沿
い
約
２
０
０
ｍ
に
わ

た
り
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
の
植
栽
、
除
草
な
ど

の
管
理
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　四1
え

る

成
」
の
く
す
王
を
割
り
ま
し
た
。

　
細
谷
さ
ん
親
子
に
は
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー

ム
な
ど
の
記
念
品
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

た
ほ
か
、
前
後
賞
と
し
て
匍
大
の
大
前

者
に
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
5
0
万
人
達
成
は
、
お
も
ち
や
博

物
館
開
館
9
6
1
日
目
に
あ
た
り
、
一
日
平

均
入
館
者
が
5
2
7
大
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
９
年
度
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
エ

コ
ロ
ジ
カ
ル
あ
く
し
ょ
ん
県
コ
ン
テ
ス

ト
の
表
形
式
が
７
月
５
日
、
う
っ
の
み

や
平
成
記
念
子
ど
も
の
森
公
園
で
行
わ

れ
、
壬
生
北
小
学
校
（
篠
原
徳
子
校
長
）

の
壬
生
起
自
然
ク
ラ
ブ
（
粂
川
　
真
リ

ー
ダ
ー
、
貪
井
克
己
代
表
サ
ポ
ー
タ
ー
、

ク
ラ
ブ
員
Ｄ
一
名
）
が
最
優
秀
賞
に
輝
き

ま
し
た
。

　
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
は
、
子
ど
も
た

ち
が
地
域
に
お
い
て
主
体
的
に
行
う
環

境
学
習
（
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
と
れ
１
に
ん

言
や
環
境
保
全
活
動
（
エ
コ
ロ
ジ
カ

ル
あ
く
し
ょ
ん
）
を
支
援
す
る
た
め
に

行
わ
れ
て
い
る
事
業
で
す
。

順礼さ』頌鵬

頂蒔育てふ中ﾏ命や天心こす
聘宍ごこと

　
壬
生
起
自
然
ク
ラ
ブ
は
、
平
成
８
年

４
月
に
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
誕

生
、
「
自
然
と
仲
良
く
し
よ
う
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
自
然
に
遊
ば
せ
て
も
ら
う

活
動
（
基
地
づ
く
り
、
つ
り
な
ど
）
、

自
然
か
ら
敦
え
て
も
ら
う
活
動
（
バ
ー

ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
）
、
自
然
に
お
礼
す

る
活
動
⊇
ミ
拾
い
、
看
板
づ
く
り
）

な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
ゴ
ミ
拾

い
か
ら
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
よ
う
呼
び
か

け
る
看
板
を
作
る
活
動
へ
の
発
展
や
、

火
災
予
防
の
た
め
基
地
を
そ
の
日
の
う

ち
に
壊
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
関
心
が
遊
び
か
ら
社
会

を養ってほしい」と、宇都宮地方法務局栃木支局、

栃木人権擁護委員協議会より、壬生来小学校（栗

原香明校長）に「人権の花」として、マリーゴー

ルドやベゴニアなどの苗や種、プランターなどが

贈られ、６月１日に開校の玄関前で贈呈式が行わ

れました。

　　「協力して大きく育ててください｡」と、栃木

人権擁護委員協議会の方々から、代表の児童に草

花の苗と種子が手渡されました。

の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
へ
と
広
が
っ
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
の
展
開
が
楽
し
み
な
ク

ラ
ブ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

７



　
町
で
は
、
皆
さ
ん
の
家
庭
か
ら
ゴ
ミ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
た
ゴ
ミ
を
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
ゴ
ミ
の

処
理
に
は
、
ご
覧
の
と
お
り
多
額
の
経

費
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
既
存
の
ゴ
ミ
焼
却
施
設
も
、

老
朽
化
の
た
め
処
理
能
力
が
低
下
し
て

お
り
、
現
在
新
し
い
施
設
を
建
設
中
で
、

平
成
Ｈ
年
３
月
に
完
成
す
る
予
定
で

す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
皆
さ
ん
の

心
が
け
一
つ
で
ゴ
ミ
が
減
量
で
き
、
ゴ

ミ
焼
却
施
設
や
前
処
理
（
不
燃
ゴ
ミ
）

施
設
の
機
械
設
備
の

建設中の清掃センター

　　　　(厚生年金・国民年金積立金還元融資施設)

平成９年度　ゴミ処理経費

少
な

く
な
り
設
備
が
長
持
ち
し
、
さ
ら
に
は

焼
却
灰
を
埋
め
立
て
る
最
終
処
分
場
も

長
持
ち
す
る
な
ど
多
額
の
経
費
節
減
に

な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
ご
み
の
減
量
化
・

資
源
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

１世帯から排出

されるごみ処理

漕牡　潤卜　　費　　’阻

燃えるゴミ 約　　　１８，６ １０円

燃えないゴミ 約　　　　８,６８０円

ガラス･ビン類 約　　　　１，９９０円

計 約　　　２ ９，２８０円

壬生町のごみを収集

処理するのに１年間

で　か　か　る　費　用

燃えるゴミ 約　２億３,６２０万円

燃えないゴミ 約　１億１，０２０万円

ガラス･ビン類 約　　　２,５２０万円

計 約　３億７,１ ６０万円

-

　
ゴ
ミ
減
量
化
推
進
事
業
の
一
環
と
し

て
、
町
で
は
「
失
コ
ミ
処
理
機
」
の
設

置
者
に
対
し
、
補
助
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。
多
く
の
家
庭
で
こ
の
ゴ
ミ
処
理

器
を
利
用
し
て
、
ゴ
ミ
の
減
量
に
ご
協

力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

家
庭
用
ゴ
ミ
処
理
器
設
置
事
業

　
補
助
金
交
付
制
度
に
つ
い
て

　
一
般
家
庭
で
「
生
ゴ
ミ
処
理
機
（
容

清掃センターに集められたゴミ

器
単
体
を
含
む
）
を
購
入
・
設
置
し
た

場
合
、
本
体
価
格
の
２
分
の
１
を
補
助

し
ま
す
。
（
た
だ
し
、
限
度
額
が
あ
り

ま
す
。
）

　
《
限
度
額
》
　
〒
器
に
つ
き
）

　
Ｏ
生
ゴ
ミ
処
理
…
…
２
５
、
Ｏ
Ｏ
ｏ
円

◆
問
合
せ
先

・
町
民
生
部
保
健
諜
　
�
8
2
－
１
２
３
４

・
清
掃
セ
ン
タ
ー
　
�
8
2
－
３
４
２
４

８



　
各
家
庭
か
ら
一
般
廃
棄
物
と
し
て
出

さ
れ
る
古
紙
類
、
空
き
び
ん
、
鉄
く
ず
、

ア
ル
ミ
、
鋼
類
、
布
な
ど
は
、
資
源
と

し
て
再
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
町
で
は
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
・
資
源
化

を
推
進
し
、
そ
の
一
環
と
し
て
資
源
ゴ

ミ
回
収
報
償
金
交
付
要
綱
を
制
定
し
、

町
民
総
参
加
に
よ
る
ゴ
ミ
減
量
化
運
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
資
源
ゴ
ミ
回
収
運
動
に
、
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
昨
年
度
―

年
間
で
約
６
８
５
ト
ン
の
資
源
ゴ
ミ

と
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
約
３
１
万
７
千
本
を

回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
出
し
方
し
だ
い
で
、
ゴ
ミ
が
資
源
と

し
て
生
か
さ
れ
ま
す
。
不
要
と
な
っ
た

新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
類
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
は
、
ゴ
ミ
と
し
て
出
さ
な

い
で
、
資
源
ゴ
ミ
回
収
や
古
紙
回
収
業

者
へ
出
す
よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
資
源
ゴ
ミ
回
収
運
動
に
ご

だ
い
た
団
体
に
、
回
収
報
償

し
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
地
区
で
も

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
資
源
ゴ
ミ
回
収

に
昭
以
上
を
共
同
集
荷
し
、
回
収
業
者
へ

売
却
し
た
団
体
に
、
回
収
束
量
１
㎏
に

つ
き
５
円
と
１
回
の
回
収
で
３
千
円
の

報
償
金
を
交
付
し
ま
す
。

◎
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回
収

　
―
回
の
回
収
で
２
０
０
本
以
上
を
共

　
資
源
ゴ
ミ
（
新
聞
、
雑
誌
な
ど
の
古
　
　
同
集
荷
し
た
団
体
に
、
１
本
に
つ
き
５

紙
類
、
空
き
び
ん
、
ア
ル
ミ
、
側
鎖
、
　
円
の
報
償
金
を
交
付
し
ま
す
。

鉄
く
ず
、
畜
類
な
ど
）
回
収
で
５
ｏ
ｏ
　
○
団
体
と
は

AII｀I｀

，

I　｀
｀II｀.｀゜IIで座　　

…………‘………　図I　　……

頌

………訟
I
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剽
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.

11

膳

k温皆勤副題m

の
自
治
会
、
婦
人

、
老
人
ク
ラ
ブ
な

も
の
で
、
規
模
が

に
「
資
源
ゴ
ミ
回
収
団
体
届

町
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

篠
健
諜
�
8
2
１
１
２
３
４

ン
タ
ー
�
8
2
１
３
４
２
４

｜ＩＩＩ｜■■ＩＩ■‐ＩＩ●ＩＩＩＩＩＩＩＩ■ＩＩＩＩ●Ｉ■｜

宅
に
電
話
で
「
一
流
プ
ラ
ン

の
バ
ッ
グ
や
化
粧
品
の
チ
ラ

シ
を
配
る
と
販
売
価
格
の
一
割
の
収
入

が
得
ら
れ
る
」
と
い
う
内
職
の
誘
い
が

あ
り
、
フ
ー
、
四
か
月
た
て
ば
、
月
数

万
円
の
収
入
に
な
る
」
と
言
わ
れ
、
引

き
受
け
ま
し
た
。
始
め
る
た
め
に
特
約

店
と
し
て
4
0
万
円
必
要
な
た
め
、
融
資

を
受
け
、
利
息
を
含
め
5
7
万
円
の
出
費

に
な
り
ま
し
た
。
４
か
月
で
チ
ラ
シ
六

百
枚
配
布
し
た
が
、
一
円
の
収
入
も
な

く
、
話
が
違
う
の
で
解
約
し
た
い
。

　
返
金
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

な
か
な
か
景
気
の
よ
く
な
ら
な

い
近
頃
、
内
職
、
副
業
の
ト
ラ

ブ
ル
が
非
常
に
多
い
そ
う
で
す
。

　
有
名
ブ
ラ
ン
ド
の
代
理
店
、
ワ
ー
プ

ロ
打
ち
内
職
、
宛
名
書
き
、
宅
配
業
務

等
、
電
話
や
新
聞
折
り
込
み
広
告
で
勧

壬
生
町

　
　
消
費
者
友
の
会

誘
し
、
「
素
人
で
も
簡
単
に
で
き
、
月

数
万
円
。
ノ
ル
マ
な
し
」
と
言
わ
れ
ま

す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
収
人
に
な
ら

な
か
っ
た
と
い
う
結
果
で
す
。
「
や
り

方
が
悪
い
。
効
果
は
す
ぐ
で
な
い
」
な

ど
、
取
り
合
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
事
例
は
、
チ
ラ
シ
ー
枚
に
つ
き

何
円
の
報
酬
で
は
な
く
、
チ
ラ
シ
を
消

費
者
が
見
て
商
品
の
購
入
の
申
込
み
が

あ
っ
た
場
合
、
代
金
の
一
部
が
収
入
に

な
る
成
功
報
酬
型
。
商
品
の
購
入
が
あ

っ
た
か
ど
う
か
の
確
認
は
、
内
識
者
に

は
で
き
な
い
な
ど
の
問
題
点
。

　
解
約
に
よ
る
返
金
に
つ
い
て
は
、
規

約
に
明
記
さ
れ
て
い
る
手
続
き
で
1
5
万

円
が
戻
り
ま
し
た
が
、
4
2
万
円
の
借
金

が
残
り
ま
し
た
。
内
職
商
法
に
は
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
困
っ
た
と
き
は
、
迷
わ
ず
に
相
談
を

◇
栃
木
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
�
０
２
８
－
６
６
５
－
７
７
３
(
X
)

９



｀ W ゛

-

す
　
　
キ

Ｏ問合せ先　町民生部保健課環境公害係　�82-1234内線108

ごみの焼却量を減らすために、

ごみの減量化･ﾘｻｲｸﾙを進めましようo
シンは燃焼過程で発生しますので、できるだけごみの焼却量を減

らすことが重要です。

このためにはまず、ごみの減量化・リサイクルに積極的に取り組みましよう。

●買物をする場合には、できるだけ包装されていない商品、リサイクルできる商品を選

　んで購入するようにしましょう。

●「マイバッグ」運動を推進することにより、レジ袋を減らしましょう。

●プラスチックのトレイ、パックなどは、回収しているスーパーやデパート等に持参し、

　リサイクルに協力しましょう。

●生ごみについては、できるだけコンポスト化を行いましょう。

／

マイバッグ

OOﾇﾄﾞ/や回詞欠

ﾌﾞ……

=……:,7ば万り=ｸ入.…………万一，

・皿

トレイ　紙パックペットボトル

●商品の開発に当たっては、リサイクルできることを第一に考え、商品化するようにし

　ましょう。

●製造過程から発生するごみについて、リサイクルのルートを構築しましょう。

●製造過程等を見直し、さらなるごみの減量化を図リましょう。

●繰り返し使用できる容器などにより輸送し、輸送の際の梱包材を減らしましょう。



１１

プラスチック類は燃やさないようにしましよう。

チック類は、焼却する際に、焼却炉内でダイオキ

シンを生成させる原因物質の１つといわれており、特に、

塩化ビニールなどの塩素を含むプラスチック類は、ダイオ

キシンの生成にも大きく関与するといわれています。

どうしても焼却する場合には下記に注意しましよう

減量やリサイクルを推進した上で、どうしても焼却しなければならないごみが
ある場合には、下記の事項に留意の上、周辺の環境に配慮して焼却してください。また

適正な燃焼管理、高度なばい煙処理のできる焼却炉で燃焼することが重要です。

①焼却炉は煙突以外から煙が出ないもので、燃焼に

　必要な量の通風が行われるものを使用すること。

煙突以外からの

煙が出るものはダメ！

通風も十分にとってね！

●●●●●●●●●●●●●●●●　●●●●

③焼却灰や未燃物が飛散しないようにすること。

●

●

●

●
●
●

●

●

●
●
●
●
●
●

②煙突の先端から、火炎又は黒煙を出さないように
焼却すること。

瓢いぶなへＫ

　　ごーぶ

勿和乙

≒り疸zz

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　　・④水分を多く含むものは、燃焼温度を低下させ、く

●

●

●

●

●

●

●

●
●
●
●
●
●

すぶりの原因にもなることから。燃焼しないこと

そんな

ビチャビチャな

物は

燃やせません
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●7充云|｣百貨糎i(Z)t両涯

　・燃焼に必要な量の空気の通風が行われるものであること。

　・空気取入□､煙突の先端以外に焼却設備内と外気とが接す

　ることなく廃棄物を焼却できるものであること

●焼却の方法

　・煙突から焼却灰及び未燃物を飛散させないこと。

　・煙突の先端から、火炎又は黒煙を出さないこと。

　・煙突の先端以外から、燃焼ガスを出さないこと。

一 一
一 一 - 一 一 一 一 - 一 一 一 一 一 一



一
　
民
生
委
員
は
、
児
童
、
母
子
、
高
齢
、
心
身
障
害
な
ど
、
さ
一

一
ま
ざ
ま
な
問
題
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
地
域
福
祉
の
向
一

－ － 一 一 一 一一 一 － 一 一 一 一

上
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
民
生
委
員
法
制
定
5
0
周

年
に
あ
た
り
ま
す
。

ィ
ア
と
し
て
自
発
的
・
主
体
的
な
活
動

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

一 一 － 一 一 一 －

こ
こ
に
、
民
生
委
員
活
動
の
基
本
姿
勢
・
性
格
・
原
則
・
は
Ｉ

た
ら
き
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
お
困
り
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

一
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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①
社
会
奉
仕
の
精
神

②
基
本
的
人
権
の
尊
重

③
政
党
・
政
治
的
目
的
へ
の
地

　
位
利
用
の
禁
止

社
会
奉
仕
の
精
神
と
は

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
社
会
奉

仕
の
精
神
を
も
っ
て
、
社
会
福
祉
の
増

進
に
努
め
て
い
ま
す
。

基
本
的
人
権
の
尊
重
と
は

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
そ
の
職

務
を
遂
行
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
個
人

の
人
格
を
尊
重
し
、
そ
の
身
上
に
関
す

る
秘
密
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分

又
は
門
地
に
よ
っ
て
差
別
的
又
は
優
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
‐
‐
‐

お
近
く
の
民
生
委
員
さ
ん
‐
‐
‐
‐
‐

　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
・

－
－
－
－
－
－
ｌ
ｌ
－
－
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
」

的
な
取
り
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ

と
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の

基
本
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

政
党
・
政
治
的
目
的
へ
の

　
地
位
利
用
の
禁
止
と
は

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
そ
の
職

務
上
の
地
位
を
政
党
又
は
政
治
的
目
的

の
た
め
に
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

①
自
主
性

②
奉
仕
性

③
地
域
性

自
　
主
　
性
　
と
　
は

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
常
に
住

民
の
立
場
に
立
ち
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ-

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
誠
意
を

も
ち
地
域
住
民
と
の
連
帯
感
を
も
っ

て
、
常
に
謙
虚
に
無
報
酬
で
活
動
を
行

う
と
と
も
に
、
関
係
行
政
機
関
の
業
務

に
協
力
し
て
お
り
ま
す
。

地
　
域
　
性
　
と
　
は

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
一
定
の

地
域
社
会
（
担
当
区
域
）
を
基
盤
と
し

て
、
適
切
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

①
住
民
性
の
原
則

②
継
続
性
の
原
則

③
包
括
・
総
合
性
の
原
則

住
民
性
の
原
則
と
は

　
自
ら
も
地
域
住
民
の
一
員
で
あ
る
民

生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
住
民
に
最
も

身
近
な
と
こ
ろ
で
、
住
民
の
立
場
に
立

っ
た
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

継
続
性
の
原
則
と
は

　
福
祉
問
題
の
解
決
に
は
、
時
間
を
か

け
て
環
境
や
条
件
整
備
を
行
う
こ
と
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
在
任
中
は
も
ち
ろ

ん
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
交
替
が

行
わ
れ
た
場
合
で
も
、
そ
の
活
動
は
必

ず
引
き
継
ぎ
、
常
に
継
続
し
た
対
応
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

括
・
総
合
性
の
原
則
と

　
個
々
の
福
祉
問
題
の
解
決
を
図
っ
た

り
、
地
域
社
会
全
体
の
課
題
に
対
応
し

て
い
く
た
め
に
は
、
そ
の
問
題
に
つ
い

て
、
一
面
的
に
で
は
な
く
、
包
括
的
、

総
合
的
な
視
点
に
立
っ
た
活
動
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

①
社
会
調
査
の
は
た
ら
き

②
相
談
の
は
た
ら
き

③
情
報
提
供
の
は
た
ら
き

④
連
絡
通
報
の
は
た
ら
き

⑤
調
整
の
は
た
ら
き

⑥
生
活
支
援
の
は
た
ら
き

⑦
意
見
具
申
の
は
た
ら
き

社
会
調
査
・
相
談
の
は
た
ら
き
と
は

　
民
生
貫
目
で
児
童
委
員
は
、
担
当
区

域
内
の
住
民
の
実
態
や
福
祉
需
要
を
日

常
的
に
把
握
す
る
ア
ン
テ
ナ
の
役
割

（
社
会
調
査
の
は
た
ら
き
）
が
あ
り
ま

す
。

W

ま
た
、
地
域
住
民
の
か
か
え
る
課
題
に

つ
い
て
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
た
親
身

な
対
応
（
相
談
の
は
た
ら
き
）
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

情
報
提
供
・
連
絡
通
報
の

　
　
　
　
は
た
ら
き
と
は

　
社
会
福
祉
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
は
、

今
日
、
ま
す
ま
す
充
実
・
拡
大
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
内
容
や
情
報
を
住
民

に
的
確
に
提
供
し
（
情
報
提
供
の
は
た

ら
言
、
住
民
が
そ
の
福
祉
需
要
に
応

じ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
得
ら
れ
る
よ
う

関
係
行
政
機
関
・
施
設
・
団
体
等
に
連

絡
し
、
必
要
な
対
応
を
促
す
パ
イ
プ
の

役
割
を
つ
と
め
て
い
ま
す
。
（
連
絡
通

報
の
は
た
ら
言

調
整
・
生
活
支
援
の
は
た
ら
き
と
は

　
住
民
の
福
祉
需
要
に
対
応
し
、
適
切

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
図
ら
れ
る
よ
う

調
整
し
た
り
（
調
整
の
は
た
ら
き
）
、

住
民
の
求
め
る
生
活
支
援
活
動
を
自
ら

行
い
、
ま
た
支
援
体
制
を
っ
く
っ
て
い

き
ま
す
。
（
生
活
支
援
の
は
た
ら
言

意
見
具
申
の
は
た
ら
き
は

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
活
動
を

通
じ
て
得
た
問
題
点
や
改
善
策
に
つ
い

て
と
り
ま
と
め
、
必
要
に
応
じ
て
民
児

協
を
通
し
て
関
係
機
関
な
ど
に
意
見
を

提
起
し
て
い
ま
す
。

12



民生委員・児童委員名簿

氏　名 住　所 担当地域 氏　名 住　所 担当地域
藤田藤三郎 表町9-2 下表町 栄松　澄子 幸町四丁目4-14 鴉釘目･おもちゃの1ち1･1寸3肺,汀目

中村　敏子 表町2-39 中表町 家亀　秋子 おもちゃのまち2-8-24 おもちゃのまち1-4~1-9一同2.4丁目

鈴木　文代 本丸二丁目22-32 下横町・今井 田辺　豊吉 下稲葉1288 釜ケ渕・原坪
早乙女俊子 中央町17-24 上表町 鰹沼　佐市 刊 il葉1478 鹿島
丸山　サキ 駅東町4-23 束下台・下台団地 神長　　浩 上稲葉1789 下馬本・下町
住川　卓三 駅東町23-13 駅東・県営壬生住宅 神長　徳茂 刊 名菓1982 上町

塩沢　ナミ 中央町2-28 城東町 高木　昭年 七ツ石192-1 本郷

早川　悦子 中央町1-32 舟町・栄町 早川　毬子 七ツ石764-2 桧原

船越多喜知 通町8-9 神通町 早乙女ハツ 羽生田2412 西部・北原

渡辺喜代子 通町4-12 上通町 木野内啓一 羽生田532-1 中央・合宿・下坪

粕尾柴治郎 壬生甲637,2 三好町・車塚 黒子　昭平 福和田1587-54 栗原・鰹沼

戸崎　豊治 壬生甲3388-1 星の宮・旭町 山崎　文吉 福和田1001-26 福和田

篠原多美子 大師町39-18 万町 鈴木　貴夫 北小林274-3 北小林・狽協職員寮

青本金十郎 壬生甲961-1 上新町 鈴木　理助 安塚2226-2 安塚一の一部

石塚　勘一 壬生甲2589-1 下馬木 高橋　ミサ 安塚2136-4 安塚一の一部

甫坂　　清 壬生甲2300-1 西高野 吉葉　ミツ 安塚931-7 安塚中央

佐藤　信子 本完二丁目3-7 城内 早乙女　弘 安塚988 安塚二
人見　イハ 本完二丁目14-32 城南 荒川ノリ子 安塚877-46 安塚三

橋本　福一 藤井232 馬場・原宿 河野辺泰子 安塚1099-5 安塚南部
柏崎美代子 藤井1288 田向・上坪・前宿坪・台坪 中川　　淳 安塚754 上長田

斉田　晃男 壬生甲3803-30 至宝町南 大関　チョ 上田967-1 上田

高橋　ナツ 至宝二丁目8-17 至宝阿南の一部・至宝町北の一部 中村　安宏 中泉300 中泉

根本　信子 いずみ町8-7 至宝町北の一部・いずみ町 渡辺　　章 助谷159-11 肋谷・肋谷原

中川　和江 壬生丁287-1 六美町北部(ひばりｹ丘周辺卜ひばりｹ丘 渡辺　親守 落合三丁目4-5 落合・国谷中央（南部）

小林　満子 壬生丁235-2 六美町北部（束部） 野口百合子 国谷294 本田・国谷下道の一部

小林キミ子 壬生丁258-8 六美町北部（中央部） 大粟　トミ 国谷700 国谷中失(西坪・明城レ国谷新田

石井　末代 壬生丁105-3 六柿鰭則傭1(生測地聡を副) 高問　信義 緑町三丁目14-10 緑町三丁目・四丁目

岩田　幸子 壬生丁142,7 六美可南部第１（生沼団地） 宇賀神二三子 若草町1-17 若草・国谷下道の一部

青柳　とき 緑町一丁目5-11 緑町一丁目一二丁目 主任児童委員
上山　静香 幸町一丁目13-10 幸町一丁目 石崎　典子 壬生丁112-1

松本　景子 幸町二丁目29-1 幸町二丁目 神長　孝子 上稲葉1694-2

遠藤　晶子 幸町三丁目18-13 幸町三丁目 安生　佳子 安塚2076-13

‥===-----‥‥-こ-一一
二三ﾍﾟﾚﾀ於,子房で盗掘制度 　町芒は、少子化時代に子洵ｔを行う両親へ

の支援策として、第３子以降のお子さんを貴
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に特のを

で一付………でま手･長

‾日て　｀す当を
　〉葡･おTぐ該.･゜ヅ願

る
方
の
平
成
９
年
分
の

扶
養
人
数
の
欄
が
基
準
に
な
り
ま
す
。

　
あ
な
た
の
所
得
額
は
、
平
成
９
年
分

の
所
得
額
か
ら
一
律
に
８
万
円
を
控
除

し
た
額
に
な
り
ま
す
。

○
手
当
月
額

　
＊
第
一
手
　
　
　
　
　
５
、
０
０
０
円

　
＊
第
二
子
　
　
　
　
　
５
、
０
０
０
円

　
＊
第
三
子
以
降
　
　
１
０
、
０
０
０
円

○
支
給
月

　
６
月
、
1
0
月
、
２
月

○
手
当
月
額

　
＊
児
童
一
人
　
　
　
４
２
、
１
３
０
円

　
＊
児
童
二
人
　
　
　
４
７
、
１
３
０
円

　
＊
児
童
三
人
以
降
３
、
０
０
０
円
加
算

　
※
一
部
支
給
停
止
は
、
Ｉ
ベ
９
４
畠
‥

　
　
の
減
額
に
な
り
ま
す
。

○
支
給
月

　
４
月
、
８
月
、
1
2
月

　
　
　
　
　
－
・
‐
－

特
別
児
童
扶
養
手
当

14
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遺
　
児
　
手
　
当

　
遺
児
手
当
は
、
父
母
の
一
方
ま
た
は

両
親
が
死
亡
し
た
児
童
（
義
務
教
育
修

了
前
）
を
養
育
す
る
方
に
支
給
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
町
民
税
の
所
得
割
を
課
せ

ら
れ
な
い
場
合
だ
け
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

Ｏ
手
当
月
額

　
＊
児
童
一
人
あ
た
り
　
３
、
０
０
０
円

Ｏ
支
給
月

　
６
月
、
９
月
、
1
2
月
、
３
月

手
　
当

　
児
童
手
当
は
、
３
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
す
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
左
の
限
度
損
失
の
よ
う
に

所
得
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

は
、
児
童
手
当
の
限
度
額
欄
を
、
そ
の

他
の
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、

さ
ら
に
特
例
給
付
の
限
度
額
欄
を
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
限
度
額
は
、
児
童
を
養
育
す

rlnlrnl71

　児童手当所得制限限度額表

　.

回狭義家族言

　1.'､、｀　一一　ﾀ｀一-゛｀｀''
順等無双歎願

Ｊ懸剔）
　特別給付

(原虫年産等加入者)

所得額（円） 所得額（円）

O人 1，529,000 3,445,000

1人 1，829,000 3,745,000

示…

…

……

=……………lE･ごW、

…………2大…………1-･-’ 2,129,000 4,045,000

3人 2,429,000 4,345,000

4人 2,729,000 4,645,000

言､i……回………万言
………

|゛呂

圭市.

奈義
１．濤.､.･ 3,029,000 4,945,000

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
精
神
ま
た

は
身
体
に
障
害
（
１
級
・
２
級
）
の
あ

る
児
童
（
2
0
硫
未
満
）
を
養
育
す
る
方

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
一
定
の
所
得
顔
以
下
の
場

合
に
限
ら
れ
ま
す
。

○
手
当
月
額
二
人
あ
た
り
）

　
＊
１
級
該
当
　
　
　
５
１
、
２
５
０
円

　
＊
２
撒
該
当
　
　
　
３
４
、
１
３
０
円

窓
支
給
月

４
月
、
８
月
、

１１

扶
養
手
当

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
父
親
が
い
な
い

か
、
あ
る
い
は
父
親
に
重
度
の
障
害
が

あ
る
家
庭
な
ど
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
支
給
対
象
児
童
の
年
齢
は
、
1
8
流
到

達
の
年
度
末
ま
で
で
す
。

　
離
婚
等
の
事
実
の
発
生
時
点
か
ら
５

年
を
経
過
し
て
し
ま
う
と
、
請
求
資
格

が
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
に
よ

っ
て
全
額
、
一
部
支
給
停
止
、
ま
た
は

支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

詳
し
く
は
、

☆

へ

当
の
請
求
方
法
や
対
象
児
童
・
所
得
制
限
な
ど
、

部
福
祉
課
児
童

　
　
　
　
�
8
2

福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
�

8 2

－
１

２
３
４
　

内
線

１
１
３

せ
く
だ
さ
い
。

ｒ
Ｌ
Ｅ
Ｉ
ｄ
『
Ｅ
Ｉ
ｒ
ｒ
ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
ｒ
Ｉ
ｒ
ｌ
■
Ｉ
Ｉ
■
u
s
i

z
g
i
l
k
M
l

z
~
~
%
￥
g
r
j
i
l
~
l
＆
/
7
v
s
r
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｒ
ｊ
ｊ
■
ｊ
１
１
１
１
ｒ
Ｉ
Ｉ
『
ｊ
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｔ
ｌ
―
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｓ
Ｔ
ｒ
♂
－
ｒ
Ｉ
♂
―
―
！
ｉ
ｌ
Ｉ
ｒ
ｌ
Ｉ



Ｎｏ．Ｉ

先
生
紹
介

　
面
児
を
回
む
よ

　
う
に
右
か
ら
）

　
高
木
用
務
員

　
加
藤
調
理
員

　
派
遣
先
生

　
増
田
園
長

　
神
永
先
生

　
窪
田
先
生

　
高
橋
先
生

-

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

一
緒
に
花
壇
づ
く
り
。

ス
テ
牛
な
花
壇
が
で
き
た
よ
。

ち
び
っ
こ
ず
も
う

男
の
子
に
負
け
ら
れ
な
い
わ
！

どひやあ～目ボールのプール

　　　　　だったらもぐれるぞ一！
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栃
木
県
議
会
土
木
委
員
会
と
、
県
の

関
係
者
の
一
行
が
６
月
1
7
口
、
現
地
調

査
の
た
め
来
町
し
ま
し
た
。

　
今
回
現
地
調
査
を
行
っ
た
の
は
、
国

谷
地
内
の
「
栃
木
県
壬
生
総
合
公
園
」

（
仮
称
）
で
、
同
公
園
は
、
平
成
1
2
年

に
本
町
で
開
催
さ
れ
る
第
1
7
回
全
国
都

市
緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ
ア
の
会
場
と
な
っ

て
お
り
、
フ
ェ
ア
に
向
け
て
の
よ
り
一

層
の
整
備
促
進
と
、
隣
接
す
る
町
総
合

公
園
、
お
も
ち
ゃ
博
物
館
と
一
体
と
な

っ
た
、
台
地
、
樹
林
地
な
ど
の
環
境
を

活
か
し
た
公
園
整
備
が
望
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
日
、
お
も
ち
ゃ
博
物
館
３
階
の

　
　
－
ｒ
ｒ
　
　
Ｉ
Ｉ
S
'
I
I
‐
|
1
1
d
I
I

l
s
l
l
s
1
1
一
Ｊ
Ｉ

　　　'　4ふ.　凡-　'　　ノ　首席

　　･.ｹﾞ‥,　　贈tご]ぷﾚ.一一-一一一一
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゛
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展
望
室
で
行
わ
れ
た
現
地
調
査
に
は
、

町
か
ら
清
水
町
長
ほ
か
町
執
行
部
な
ら

び
に
、
鰹
沼
義
則
県
議
会
議
員
、
小
谷

野
幸
作
町
議
会
副
議
長
、
石
村
寿
夫
建

設
水
道
常
任
委
員
長
が
出
席
、
清
水
町

長
が
要
望
事
項
の
説
明
を
し
、
同
公
園

冊
・
２
パ
）
　
の
整
備
促
進
を
要
望
し

ま
し
た
。

=ぶ:………=………=:゜,1=i･ま:J:;ii:゜
=

て

恩ノ　
=ﾄﾞす……………い

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

圧
縮
機
の
完
成
を
祝
う

　
心
身
障
害
者
作
業
所
「
壬
生
町
睦
作

業
所
」
で
６
月
2
6
日
、
清
水
町
長
宝
生

町
社
会
福
祉
協
議
会
長
）
を
は
じ
め
、
関

係
者
多
数
が
出
席
し
て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
圧
縮
機
の
起
動
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
に
よ
り

回
収
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
圧
縮
・

ブ
ロ
ッ
ク
化
作
業
を
、
こ
れ
ま
で
は
町

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
町
と
町
社
会
福
祉
協
議
会
間
で
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
圧
縮
業
務
委
託
契
約
が
交

わ
さ
れ
、
圧
縮
・
ブ
ロ
ッ
ク
化
作
業
が

睦
作
業
所
に
委
託
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
こ
の
日
の
起
動
式
に
な
っ
た
も
の

で
す
。

　
　
　
）

　
式
で
は
、
睦
作
業
所
の
通
所
生
全
員

か
ら
関
係
者
へ
の
感
謝
を
込
め
て
、
ベ

ー
ト
ー
ベ
ン
の
第
九
歓
喜
の
歌
が
歌
わ

れ
、
清
水
町
長
よ
り
「
こ
の
施
設
が
円

滑
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
み
な
さ
ん
で

仲
良
く
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励

の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ

れ
、
清
水
町
長
が
圧
縮
機
の
超
勤
ス
イ

ッ
チ
を
押
し
ま
し
た
。

　
作
業
は
、
回
収
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
４
０
０
本
ほ
ど
圧
縮
機
に
入
れ

て
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
作
る
作
業
で
、
通
所

生
全
員
が
何
ら
か
の
工
程
に
参
加
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
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○５年生男子

◇１００ｍ走　１位

　島田淳史（安小）

◇２００ｍ走　１位

　小林孝（稲小）

◇１０００ｍ走　１位

15秒07

Ｏ５年生女子

◇１００ｍ走　１位

　大橋亜由美（壬小）

◇２００ｍ走　１位

32秒58　　高山治香（羽小）

　　　◇８００ｍ走　１位

各種目に好配録が続出
　町教育委員会、町学校体育連盟（田代　浩会長）主催の

平成10年度壬生町小学校陸上大会が６月18日、町総合公園

陸上競技場で行われました。

　大会には、町内８校の小学校から選抜された５・６年生

（男女）が出場、トラック競技４種目とフィールド競技２

種目に自己記録、大会記録の更新を目指し挑んでいました。

　なお、この大会の上位入賞者（６年生の部）は、７月22

日に町総合運動場で行われる郡陸上大会に出場、大会での

活躍が期待されます。

ＩＯ６年生男子

|◇100m走　I位

｜　山名亮介(稲小)

　　　　|◇１００ｍ走　１位

16秒29 1　山名　亮介（稲小）

　　　　◇２００ｍ走　１位

34秒16　！　高橋　洸樹（稲小）

　　　　｜◇１０００ｍ走　１位

菅野勇貴（東小）３分28秒25　　黒須　里美（東小）２分56秒66

◇走り帽跳び　１位

　瀬戸裕二（睦小）　３ ７８ｃｍ

◇走り高跳び　１位

｜◇走り幅跳び　１位

　高岩　友紀（東小）　３５３ｃｍ

◇走り高跳び　１位

大塚　陽平（壬小）　１１５ｃｍｌ　高山　治香（羽小）　１ ０ ５ｃｍ

　
町
内
の
小
学
校
で
は
初
め
て
の
試
み
と
な
る
「
歯
み
が
き
指
導
」

が
、
虫
歯
予
防
週
間
の
初
日
の
６
月
４
日
、
壬
生
小
学
校
（
大
出
常

三
郎
校
長
）
の
１
年
生
全
員
を
対
象
に
行
わ
れ
、
開
校
の
校
医
の
橋

詰
歯
科
医
師
と
、
県
歯
科
衛
生
上
会
か
ら
２
名
の
衛
生
上
の
方
が
訪

問
し
、
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
兄
童
た
ち
は
ま
ず
、
歯
こ
う
（
歯
の
よ
ご
れ
）
の
部
分
が
赤
く
染

ま
る
「
染
め
出
し
剤
」
を
口
に
含
ん
で
虫
歯
の
で
き
や
す
い
所
な
ど

を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
あ
と
、
歯
の
模
型
と
大
き
な
歯
ブ
ラ
シ
を
持
っ
た

衛
生
上
の
動
き
に
合
わ
せ
て
自
分
の
歯
ブ
ラ
シ
を
動
か
し
、
正
し
い

み
が
き
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。

14秒17

29秒30

｜　中川　惇　（東小）３分27秒84

1◇走り幅跳び　１位

｜　山名　亮介（稲小）　４ ４ ９ｃｍ

ｌ◇走り高跳び　１位

｜　越雲龍吾（睦小）　１ ３ ０こm

○６年生女子

◇１００ｍ走　１位

　田中麻紀（東小）

◇２００ｍ走　1位

　益田由江㈲小）

◇８００ｍ走　１位

15秒96

31秒93

｜　榎本　粧子（睦小）２分54秒58

◇走り幅跳び　１位

　益田　由江（稲小）　３８８・

|◇走り高跳び　１位

｜　矢菅奈津美（安小）　１ １ ５ｃｍ

全日本小拳生ｿﾌ=トポール県予選

　第12回全日本小学生女子ソフトボール選手権大会県予選が５月23日、

田沼町運動公園で準決勝、決勝が行われ、本町から出場の安塚フロンテ

ィアが初優勝を飾りました。

　安塚フロンティアは、

準決勝で界クラブ（佐野

市）を６対３と退け決勝

へ進出、前年度準優勝の

芦野クラブ（那須町）と

の決勝戦は、打撃戦とな

りましたが、持ち前の粘

り強さで10対７と破り、

優勝しました。

　なお、安塚フロンティ

アは、８月８日から滋賀

県守山市で開かれる全国

大会に栃木県代表として、

また、昨年度全国大会で

準優勝を飾った壬生東ク

ラブも（財）全日本ソフト

ボール協会の推薦で出場

します。本町から２チー

ムが出場し、両チームの

活躍が期待されます。
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故高久空木氏

　
壬
生
町
出
身
の
染
色
家
、
高
久
空
木

氏
（
１
９
０
８
年
～
１
９
９
３
年
）
の

養
女
で
染
色
家
の
高
久
尚
子
さ
ん
所
有
の
空
木
の
染
色
作

品
な
ど
石
一
点
が
、
町
と
県
立
美
術
館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
へ
は
、
代
表
作
『
染
色
壁
面
装
飾
　
大
い
な
る
メ
ロ

ン
』
を
含
む
1
9
点
が
贈
ら
れ
、
６
月
２
日
に
町
長
座
に
お

い
て
引
き
渡
し
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
尚
子
さ
ん
は
作
品

を
寄
贈
す
る
に
あ
た
り
「
ふ
る
さ
と
で
永
久
に
保
存
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
父
も
喜
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
町
で
は
、
町
歴
史
民
俗
資
料
館
の
企
画
展
な
ど
を

通
し
て
、
寄
贈
作
品
を
公
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

清水町長に目録を

手渡す高久尚子さん

こ
れ
は
、
同
信
用
金
庫
創
立
7
0
周
年
　
　
小
：
甲
学
校
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

篠
原
教
育
長
に
腕
章
を

　
　
手
渡
す
安
全
協
会
の
皆
さ
ん

染色壁面装飾

　｢大いなるメロン｣

　ホンダ四輪販売北関東労働組合（増山利信執行委員長）より６月30日、

作業用丸イス21脚が心身障害者作業所「壬生町睦作業所」に寄贈されま

した。

　これは、ホンダ四輪販売北関東労働組合加地誠に密着した福祉活動と

して、組合員などを対象に年２

回福祉カンパ活動を行い、集め

られたお金を利用し、北関束エ

リア内の福祉施設へ物品寄贈を

行っているものです。

　この日は、田中秀樹執行委員

が睦作業所を訪れ、森田町社会

福祉協議会事務局長に目録が手

　
町
交
通
安
全
協
会
（
坂
田
佐
一
郎
会

長
）
よ
り
、
回
立
哨
当
番
の
先
生
方
の

安
全
と
目
印
に
な
る
よ
う
に
」
と
、
反

射
材
付
き
の
腕
章
２
２
０
個
が
６
月
1
9

日
、
町
教
育
委
員
会
に
寄
付
さ
れ
ま
し

た
。

　
寄
付
さ
れ
た
腕
章
は
、
町
内
の
小
・

中
学
校
に
配
布
さ
れ
、
年
４
圓
の
交
通

安
全
運
動
な
ど
の
際
に
当
番
の
先
生
が

　
　
　
　
｝

,渡されました。

着
用
し
、
交
通
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。

交
通
安
全
協
会
で
は
、
「
子
ど
も
た
ち

が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
少
し
で
も
事

故
が
滅
る
よ
う
、
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
。
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
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がじ白「子どもをテーマとした公園」どしで

、

次代を担う子どもた

　ちに体験・創造の場を提供することを目的に整備が進められ

、

平

■■■　・　.■●･･ -･･■■■■■-.・.●’㎜.I

称:を募集いたします

．

○応募方法

　　所定の応募用紙（町都市計画課に有ります）に記

　入し、直接応募するか、官製はがきに［名称（壬生

　総合公園、県西大規模公園の別）、住所、氏名、年齢、

　職業、電話番号］を記入のうえ、応募ください。

　（名称は、はがき１枚につき１点（いずれか１公園）

　とします）一人何点でも応募できます。

　　なお、入賞作品の使用・著作権は、主催者に帰属

　します。

○応募締切　８月14日（全）（郵送は当日消印有効）

○応募先　蒼応募用紙による応募の場合

　　　　　　　・町建設部都市計画課又は稲葉・南犬飼

　　　　　　　　両出張所

　　　フルート：山形由美

○日　時　10月４目（目）＊18 : 00開場

　　　　　　　　　　　＊18 : 30開演

○会　場　壬生中央公民館犬ホール（城址公園ホール）

○入場料　３､０００円（全席自由）

　※入場券は、壬生中央公民館、稲葉・南犬飼出張所、

　　壬生町施設振興公社事務所（総合公園内）で取り扱

　　っています。（未就学兄の入場はできません）

○主

○後

催
援

○問合せ先
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闘壬生町施設振興公社

壬生町教育委員会

英国大使館／ブリティッシュ・カウンシル

壬生中央公民館　�８２－０１０８

○賞

刑まがきによる応募の場合

　干320－8501宇都宮市堀田1↓20

　　　　栃木県土木部都市施設課

　　　　　　　　　施設管理係　宛

・最優秀賞　各１点（賞状・副賞５万円）

　　　　　　【公園名称として採用】

・優秀賞　各５点（賞状・副賞１万円）

※圓名称多数の場合は、抽選により決定、

　抽選にもれた方には、記念品を贈呈。

○問合せ先栃木県公園事務所�028－658－ 0 1 2 8

　　　　　　栃木県土木部都市施設課施設管理係

　　　　　　　　　　　　　　�028－623－ 2 4 7 3

-



　
　
「
毎
朝
３
時
に
起
き
て
、
読
書
や
勉

強
を
す
る
の
が
日
課
に
な
っ
て
い
ま

す
。
」
と
い
う
福
一
さ
ん
は
、
特
に
歴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

史
と
健
康
の
分
野
を
長
年
学
ん
で
い

て
、
遠
く
か
ら
話
を
聞
き
に
く
る
人
も

い
る
と
い
う
ほ
ど
の
博
学
ぶ
り
で
す
。

-

密達者　　レ

カッフル⑩）

安塚二

　小野崎福－さん(｢川

　　　　　シモさん(７５

睦小学校６年

　　　　　小　貫　真由美

青
春
ス
ケ

ッ
チ
斜

　　「全都道府県制覇」が目標

　　　　　　　あけぼの　　高橋　千恵さん

　現在、短大で助手の仕事をしている千恵さんは、

被服料の研究室につとめています。

　趣味は料理で、特に茶碗蒸しやプリンなどの

「蒸し物」が得意です。そのほか、冬にはスノーボ

ードを楽しみます。

　特に国内の旅行が好きだという千恵さんの目標

は、「全都道府県制覇」です。

｢カメの親子｣

　睦小学校２年

　　　福　田　康　幸

覗
◎
⑩
岳
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乱れあ
写
真
中
央
が
工
藤
茂
剛
君

　
　
　
左
が
荒
川
芳
久
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心

　
現
在
、
農
業
を
し
て
い
る
福
一
さ

ん
・
シ
モ
さ
ん
夫
妻
で
す
が
、
ご
長
男

が
後
を
継
い
で
い
る
建
築
業
の
方
で
も

た
ま
に
現
場
に
出
る
こ
と
が
あ
り
、
ま

さ
に
現
役
そ
の
も
の
で
す
。

　
昭
和
３
年
に
生
ま
れ
た
福
一
さ
ん

は
、
南
犬
飼
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業

後
、
昭
和
1
9
年
に
海
軍
へ
入
隊
、
終
戦

後
に
建
築
業
を
始
め
ま
し
た
。

　
大
正
1
2
年
生
ま
れ
の
シ
モ
さ
ん
は
、

同
じ
く
南
犬
飼
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒

業
し
、
３
年
間
ほ
ど
勤
め
た
後
、
実
家

の
農
業
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
福
一
さ
ん
は
「
勉
強
が
趣
味
」
と
言

い
ま
す
。
シ
モ
さ
ん
の
趣
味
は
、
テ
レ

ビ
で
の
野
球
観
戦
と
カ
ラ
オ
ケ
で
す
。

　
健
康
の
た
め
に
気
を
つ
け
て
い
る
こ

と
を
尋
ね
ま
す
と
、
福
一
さ
ん
は
「
若

い
頃
か
ら
酒
は
い
っ
さ
い
飲
ん
で
い
ま

せ
ん
。
そ
の
他
の
秘
訣
は
、
た
く
さ
ん

あ
り
過
ぎ
て
二
百
で
は
言
え
ま
せ
ん
。

聞
き
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
何
で
も
答

え
ま
す
。
」
と
、
博
学
の
福
一
さ
ん
ら

し
い
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
シ
モ

さ
ん
は
、
「
規
則
正
し
い
生
活
と
、
暴

飲
暴
食
を
し
な
い
こ
と
で
す
。
」
と
答

え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
６
月
2
4
日
、
町
体
協
レ
ス
リ
ン
グ
部
　
　
れ
た
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
選

（
疋
田
周
二
部
長
）
　
の
荒
川
芳
久
君
　
　
手
指
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
、

（
壬
生
中
３
年
）
と
工
藤
茂
則
君
（
壬
　
　
７
月
８
目
上
作
目
に
ロ
シ
ア
の
モ
ス
ク

生
中
３
年
）
が
全
国
中
学
生
レ
ス
リ
ン
　
　
ワ
市
で
開
催
の
１
９
９
８
年
ワ
ー
ル
ド

グ
選
手
権
準
優
勝
と
ワ
ー
ル
ド
ユ
ー
ス
　
　
ユ
ー
ス
ゲ
ー
ム
・
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
に

ゲ
ー
ム
・
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
出
場
の
報
　
　
９
ヅ
印
級
に
中
学
生
選
手
で
は
、
県
内
で

告
に
町
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
初
め
て
日
本
代
表
と
し
て
出
場
す
る
も

　
荒
川
君
は
、
６
月
2
0
・
2
1
日
に
水
戸
　
　
の
で
す
。

市
で
行
わ
れ
た
第
2
4
回
全
国
中
学
生
レ
　
　
　
ニ
人
は
、
共
に
町
体
協
の
チ
ビ
ッ
子

ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
4
5
原
級
で
見
事
　
　
レ
ス
リ
ン
グ
教
室
に
入
部
、
互
い
に
ラ

準
優
勝
し
か
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
イ
バ
ル
と
し
て
腕
を
磨
き
合
っ
て
き
ま

　
工
藤
君
は
、
５
月
に
横
浜
市
で
行
わ
　
　
し
た
。

チピッ子アルバム

心

耐
紀
ち
ゃ
ん
（
1
0
か
月
）

（
父
）
粂
川
　
昭
夫
さ
ん

（
母
）
　
ク
　
　
雅
代
さ
ん

（
六
美
町
南
部
第
一
ご

お
母
さ
ん
か
ら
一
言

　
心
も
体
も
元
気
な
子
に
な
あ
れ
！

ま
　
ぶ
　
き

真
武
己
ち
や
ル
（
1
0
か
月
）

　
　
（
父
）
上
野
　
武
　
志
さ
ん

　
　
（
母
）
　
ク
　
　
佐
知
子
さ
ん

お
母
さ
ん
か
ら
一
言

（
安
塚
コ

最
近
よ
く
立
ち
た
が
っ
て
、
目
が
離
せ
な
い
毎
日
で
す
。

早
く
歩
け
る
と
い
い
ね
。
そ
し
た
ら
ま
た
お
い
か
け
っ
こ
だ
ね
。

　　「チビッ子アルバム」コーナーのお子さんを募集しています。ご希望の方は、お子さんの写真と簡単なメッセージを添えて

21　町総務部企画財政課広報広聴係（�８２－ １２３４　内線212）までお送りください。



　
壬
生
中
学
校
（
竹
田
安
男
校
長
）
の
、

３
年
生
の
選
択
社
会
科
授
業
「
縄
文
上

器
作
り
」
が
６
月
２
日
、
技
術
室
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
指
導
に
あ
た
る
、

町
歴
史
民
俗
資
料
館
「
は
に
わ
会
」

人
見
治
男
会
長
）
の
方
々
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
前
回
の
授
業
で

描
き
上
げ
た
下
絵
を
も
と
に
、
イ
メ
ー

ジ
通
り
の
作
品
を
仕
上
げ
よ
う
と
、
時

間
の
た
つ
の
も
忘
れ
て
創
作
に
取
り
組

食
中
毒
を

壬
生
町
食
品
衛
生
協
会
（

ん
で
い
ま
し
た
。

　
形
の
で
き
あ
が
っ
た
土
器
は
、
２
週

間
ほ
ど
お
い
て
か
ら
焼
き
上
げ
、
完
成

し
た
土
器
で
煮
炊
き
を
行
う
予
定
で

す
。

生
講
習
会
を
開
く

い
季
節
を
迎
え
６
月
2
4
日
、
壬
生
中
央

W

優
勝
の
駅
東
チ
ー
ム

　第17回協会長杯壮年ソフトボール大会が５月10日、17

日の２日間にわたり、町総合運動場で開かれました。

　大会には、町内から９チームが参加、決勝戦には、駅

東町と下表町の両チームが駒を進め、駅東町チームが６

対２で下表町チームを破り、第13同大会に続いて２度目

駅東町チーム

下表町チーム

の優勝を飾りました，

(糞ｺﾞ匯つ優勝

　　　　準優勝
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町
教
育
委
員
会
・
町
体
育
協
会
柔
道
部
共
催

の
第
1
2
回
町
民
柔
道
大
会
が
６
月
2
8
日
、
町
総

合
運
動
場
武
道
館
で
行
わ
れ
、
小
学
・
中
学
・

一
般
の
各
部
門
の
参
加
選
手
は
、
3
0
度
を
超
え

る
猛
暑
の
中
、
日
ご
ろ
の
鍛
練
の
成
果
を
競
い

ま
し
た
。

一 一-

　
各
部
門
の
入
貧
者
は
次
の
通
り
で
す

ド
般
」
の
」
雅
〕

～
　
　
　
　
‐
‐

優
　
勝
　
佐
藤
　
裕
司

準
優
勝
　
和
泉
田
真
作

３
　
位
　
前
田
　
智
彦

ニ
墨
東
倫
〕

　
優
　
勝
　
海
老
沼
　
眺

　
準
優
勝
稲
見
卓
郎

　
３
　
位
　
犬
栗
　
　
諭

示
ま
皆
無
）

　
優
　
勝
　
田
中
　
善
己

　
準
優
勝
　
海
老
沼
　
宙

　
３
　
位
　
榎
屋
　
絹
天

ハ安

塚

中

央
心

/‾｀X
狽

協

医

大

心ﾉ

八

安

塚

南

部

｀ヽ､_/

半
生
中
１
年
）

（
南
犬
飼
中
２
年
）

（
南
犬
飼
中
２
年
）

（
壬
生
来
小
６
年
）

宝
生
小
４
年
）

呈
生
来
小
４
年
）



　奥さん、国民年金の手続きは

　　　　　　　　　　　　　　　お済みですか？

　国民年金制度には、国内に住所のある20歳以上60歳未満の

自営業者とその家族・学生・アルバイト等の方が、第１号機

保険者として加入、自分で保険料を納めることになっていま

す。

　また、第２号機保険者の厚生年金保険・各共済組合加入者

に扶養されている20歳以上60歳未満の配偶者（年収130万円

未満）の方は、第３号機保険者として国民年金に加入します。

　これは、昭和60年に制度改正が行われ、昭和61年４月１日

より実施されましたが、それ以前の昭和61年３月までは、任

意加入となっていたサラリーマンの妻などが任意加入をせ

ず、老後に離婚や障害になった場合は年金を受給できないな

どの問題を解決するために導入され、平成９年３月末現在で

は、約１、２００万人の方が加入しています。

　第３号機保険者の保険料は、届け出をすることにより、配

偶者の加入する年金制度全体（厚生年金保険・各共済組合）

から拠出されますので、自己負担はなく、配偶者の保険料に

上乗せされることもなく、そのうえ年金権が保障されます。

　しかし、第３号機保険者の資格があるにもかかわらず、い

まだに未届の状態にある方がおります。

　もし、届出を忘れ、そのままにしておくと、将来、年金額

が少なくなったり無年金者となる場合がありますのできちん

と手続きをしましょう。

　詳しくは、町民生路住民課国民年金係（�８２－１２３４

内線１１９）へお問い合わせください。

道
路
の
清
掃
を
す
る
会
員
の
皆
さ
ん

　
至
宝
町
北
自
治
会

　
黄
玉
町
北
自
治
会
（
田
中
性
蔵
会
長
）

で
は
５
月
３
１
口
、
環
境
美
化
運
勤
（
ゴ

ミ
ゼ
ロ
）
を
自
治
会
員
全
員
が
参
加
し

て
行
い
ま
し
た
。

　
朝
６
時
に
各
班
ご
と
に
班
長
さ
ん
を

り
Ｉ
ダ
ー
に
、
公
園
や
道
路
な
ど
に
散

乱
す
る
空
き
缶
や
ビ
ン
、
ゴ
ミ
な
ど
を

収
集
し
ま
し
た
。

　
同
自
治
会
は
、
平
成
1
2
年
開
催
の
全

国
都
市
緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ
ア
壬
生
会
場

の
玄
関
口
で
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
、

住
み
よ
い
、
き
れ
い
な
町
づ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
を
、
参
加
者
全
員
で
約
束

し
合
い
ま
し
た
。

　六美町の有志で組織する六美会（井上洋一会長）では

５月31目、同地内にある老人福祉施設「のぞみホーム」

の駐車場造成に汗を流しました。

　この日は、会員約30名が朝早くから１日がかりで、同

ホーム前の雑木林を切り開き、約１ ００坪のりっぱな駐

車場ができあがりました。

　これは、同ホ

ームの駐車揚が

狭く、催じがあ　｀‾

るときなど不便

な状態であった

ため、会員の皆

さんがボランテ

ィアで行ったも

のです。
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変
則
リ
ー
グ
３
コ
ー
ト
、

５
角
変
則
リ
ー
グ
２
コ
ー

ト
に
分
か
れ
て
、
熱
戦
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
成
　
績

優
　
勝
　
友
楽
会
チ
ー
ム

準
優
勝
　
泉
下
台
チ
ー
ム

三
　
位
　
安
　
塚
チ
ー
ム

　
６
月
４
日
、
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
（
渡
部
和
平
会

長
）
主
催
の
第
６
回
壬
生
町
体
育
協
会
長
賞
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
町
総
合
運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
町
内
か
ら
2
8
チ
ー
ム
が
参
加
、
６
角

圖 管
ｇ
ｌ
め
ｙ
ｓ
ｉ
ｘ
ｔ
ｃ
一
一
ｘ
－
　
　
　
　
－
、
２
μ
詐
ｙ
‐
ｉ
冷
ｇ
ｊ
　
　
　
　
　
　
　
弛
ｌ
ｌ
ｉ
　
　
劃
　
。
、
、

「
体
育
協
会
員
償
」
。
　
ノ
ゴ

ｇ
ｇ
ｇ
９
４
～
９
。
　
　
　
　
‐
ｓ

４
４
ｓ
９
９
９
　
　
酉
　
　
　
　
１
　
　
　
　
趙

寄
せ
て
引
く
波
の
し
づ
か
に
月
見
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
井
秋
汀

梅
雨
の
蝶
ひ
と
り
に
倦
み
し
日
暮
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
淑
子

相
槌
を
打
つ
人
欲
し
き
端
居
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
津
　
ハ
ナ

千
つ
か
み
に
鮎
ほ
ほ
ば
り
て
打
解
け
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
早
苗

俳
　
　
句

　
　
　
文
化
協
会
文
芸
部
選

　
　
　
短
　
　
歌

　
　
　
　
　
ひ
　
　
　
あ
ん
ど

限
界
と
役
を
退
き
た
る
安
堵
に
も

ふ
と
い
ち
抹
の
さ
び
し
さ
よ
ぎ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
茂
木
富
美

し
ば
ら
く
は
う
な
づ
き
な
が
ら
聞
き
ゐ

し
が
夫
は
い
っ
し
か
眠
っ
て
し
ま
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
尾
　
チ
エ

脱
水
機
は
激
し
き
使
用
に
疲
れ
し
か

喘
ぎ
に
あ
え
ぎ
回
転
し
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
ヒ
ロ

冗
談
と
も
本
気
と
も
っ
か
ぬ
二
己
に

ふ
り
ま
わ
さ
れ
る
を
馬
鹿
と
言
う
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
富
代



＋
『
‘
シ
ン
求
＆
マ
ー
｀
ク
』
　
　
＠

　
　
　
　
『
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ヤ
ラ
ク
タ
ー
』
論
畿
る

　
　
『
緑
を
大
切
に
す
る
心
は
、
2
1
世
紀
の
ま
ち
と
暮
ら

し
を
創
造
す
る
。
地
域
の
自
然
・
歴
史
・
伝
統
・
文
化

を
大
切
に
す
る
ま
ち
は
、
人
々
の
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る

心
を
育
て
る
。
』

　
と
ち
ぎ
フ
ェ
ア
は
、
多
く
の
県
民
の
緑
や
ふ
る
さ
と

を
愛
す
る
心
と
創
意
Ｔ
一
央
を
結
集
し
て
、
す
こ
や
か
な

暮
ら
し
の
基
盤
と
な
る
花
・
緑
を
さ
ま
ざ
ま
に
創
造
し
、

明
日
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
贈
り
物
と
す
る
と
と
も

に
、
2
1
世
紀
の
橋
渡
し
と
な
る
２
０
０
０
年
に
、
人
と

地
球
に
や
さ
し
い
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
、
ふ
る
さ
と

づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を
全
国
や
世
界
に
向
け
て
の
発

信
を
開
催
理
念
に
、
平
成
1
2
年
秋
に
壬
生
町
・
宇
都
宮

マスコットキャラクター

ｽj

==,……

…
…

　ｪ

ご曼Lyソ

ヤ411F;dF千

べくﾀﾞﾝﾌﾟ≒i紬i　Si‘▽

シンボルマーク

←

i

･●●

市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
「
第
1
7
回
全
国
都
市
緑
化
と

ち
ぎ
フ
ェ
ア
」
〔
マ
ロ
ニ
エ
と
ち
ぎ
緑
花
祭
２
０
０
０
〕

の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

多
く
の
応
募
の
な
か
、
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、
小
山
市
の
大
塚
麻
美
さ
ん

（
中
学
２
年
）
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
埼
玉

県
三
郷
市
の
大
久
保
繁
さ
ん
（
会
社
員
）
の
作
品
が
共

に
約
１
、
７
０
０
点
の
応
募
の
中
か
ら
選
ぱ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
部
で
本
町
の

岩
波
美
智
子
さ
ん
（
主
婦
・
あ
げ
ぼ
の
）
が
佳
作
に
入

選
さ
れ
ま
し
た
。

　
つ
二
…
…
・
・
バ
つ
ツ
ト
１
写
り
二
つ
バ
ソ
タ
ー
作

　
　
　
　
　
　
百
一
栴
訳
辱
強
飛

　
こ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
か
わ
い
ら
し
く
、
親
し
ま

れ
る
名
前
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

（
応
募
要
巣
）
　
　
　
ハ
カ
ギ
ー
校
に
愛
称
―
点
と
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

　
　
　
　
　
　
　
（
学
校
名
・
学
年
）
電
話
番
号
と
愛
称
の
説
明
を
書
き
、

　
　
　
　
　
　
　
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
１
　
賞
　
〕
　
＊
最
優
秀
賞
　
１
占
　
　
1
0
万
円

　
―
‐
１
・
‐
―
‐
―
－
Ｌ
－

　
　
　
　
　
　
　
＊
住
　
　
作
　
３
点
　
　
１
万
円

職
業

郵
送

こ
蜘
募
俸
堵
〕

〈
毎
』
署
秀
）

　
（
受
貧
者
が
中
学
生
以
下
の
場
合
は
、
図
書
券
。
人
選
作
品
が

　
複
数
の
場
合
は
、
抽
選
。
）

９
月
Ｈ
目
（
金
）
盲
目
消
印
有
痩

〒
３
２
０
－
８
５
０
１
　
宇
都
宮
市
塙
田
１
－
１
－
2
0

全
国
都
市
緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
０
２
８
－
６
２
３
－
２
４
７
・
８

-

'-ノ

寄
　
付
（
社
会
福
祉
協
議
言

　
　
　
　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
回
数
）

金
１
万
円
⑦
　
壬
生
町
盆
栽
ク
ラ
ブ
様

金
１
万
円
①
　
　
　
　
和
久
井
友
組
様

金
１
万
円
③
　
　
　
（
株
）
県
南
環
境
様

金
２
万
６
千
３
４
２
円
①

　
　
　
　
壬
生
町
造
団
栗
協
同
組
今
様

金
１
万
円
①
　
　
　
匿
　
名
　
様

　
８
月
の
納
税
等

●
町
県
民
税
（
２
期
）

●
国
民
健
康
保
険
税
（
２
期
）

●
国
民
年
金
（
８
月
分
）

　
　
　
　
（
納
期
限
８
月
3
1
日
）

　
納
期
限
間
際
は
、
納
付
窓
口

が
大
変
込
み
合
い
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

　まちのうごき

　　　　　７月１日現在

総人口40,022人（　22）

　男　19,736人（　20）

　女　20,286人（　２）

世帯数12,771世帯（　９）

　　　（　）内は前月比
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